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氏
は
、
昭
和
50
年
７
月
か
ら
野

上
町
農
業
委
員
と
な
り
、
平
成
21

年
８
月
ま
で
30
年
以
上
に
わ
た
り

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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野
上
町
・
紀
美
野
町
の
農
業
委
員

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
成
７
年
６
月
か
ら

通
算
10
年
以
上
、
農
業
委
員
会
会

長
に
就
任
し
、
野
上
町
・
紀
美
野

町
の
農
政
の
発
展
に
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会

で
は
、
積
極
的
な
女
性
農
業
委
員

の
登
用
を
促
進
し
、
美
里
町
と
の

合
併
時
に
は
農
業
委
員
会
の
取
り

ま
と
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

『第62回　 人　権　週　間』
みんなで築こう　人権の世紀

～考えよう 相手の気持ち  育てよう  思いやりの心～

　12月４日から10日までは人権週間です。和歌山地方法務
局と和歌山県人権擁護委員連合会は、本年度、次の16項目
を強調テーマとして、広く自由人権尊重思想の普及高揚に
努めています。

■強調事項
・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者を大切にする心を育てよう
・障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
・部落差別をなくそう
・アイヌの人々に対する理解を深めよう
・外国人の人権を尊重しよう
・人身取引をなくそう
・ホームレスに対する偏見をなくそう
・性的指向を理由とする差別をなくそう
・HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
・刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
・性同一性障害を理由とする差別をなくそう
・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

【 問い合わせ 】
和歌山地方法務局人権擁護課　℡ 073－422－5131（代）

特設人権相談所を開設します !!
人権擁護委員は
あなたの街の相談パートナーです。

　相談は無料で人権擁護委員がお受けし、
秘密は厳守されます。電話でもお受けいた
しますので、お気軽にご相談ください。

日　時 平成２２年１２月６日（月）
午前１１時から午後３時

場　所

■中央公民館　控室
　℡　４８９－５９２０
■地域資源総合開発センター
　２F　（美里支所隣）
　℡　４９５－３４６３

紀美野町には町長から推薦され、法務大
臣が委嘱した人権擁護委員がおります。

氏　名 住　所
横　山　和　彦 中　田
上　段　順　弘 蓑垣内
東　浦　弘　至 菅　沢
向　井　小夜子 下佐々
東　芝　　　學 小　畑
中　前　和　子 安　井

　　【問い合わせ】
　　住民課　℡　４８９－５９０３

●
秋
の
叙
勲
　
旭
日
単
光
章
を
受
章

氏
は
平
成
８
年
４
月
に
野
上
町

教
育
長
に
任
命
さ
れ
、
合
併
を

経
て
平
成
22
年
３
月
に
退
任
さ
れ

る
ま
で
の
14
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

教
育
行
政
の
振
興
と
発
展
に
卓
越

し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
で
10
月
22
日
、
平
成

22
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

●
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
を
受
賞

去
る
11
月
5
日
東
京
、
日
比

谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
全
国
社
会
福
祉
大
会
」に
お
い
て
、

母
子
寡
婦
福
祉
会
の
西 

治
代
氏

が
長
年
に
わ
た
り
、
母
子
寡
婦
福

祉
会
役
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
平
成

22
年
度
社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て

労
働
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
を
受
賞

農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ
農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申請書に基づいて、農業委員会選挙人名

簿を調製しています。従って申請書が提出されないと投票もリコールの請求もできなくなります。
詳しい内容は、今月のかいらんをご確認ください。

農家の
方々へ

常田久夫氏（長谷）岩橋成充氏（小畑）

西　治代氏（小畑）
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10
日　

消
防
訓
練
初
め
式

　

〃　

成
人
式
（
１
１
９
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
）

11
日　

野
上
第
１
保
育
所
完
成

26
日　

野
上
八
幡
宮
と
十
三
神
社
で
防
火
訓
練

31
日　

紀
美
野
町
長
選
挙
で
寺
本
光
嘉
氏
再
選

14
日　

き
み
の
さ
く
ら
記
念
植
樹
イ
ベ
ン
ト

21
日　

第
９
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会  

６
位
入
賞

28
日　

平
成
21
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ

５
日　

第
１
回
町
議
会
定
例
会
開
会

14
日　

平
成
21
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ

18
日　

教
育
長
に
橋
戸
常
年
氏
就
任

28
日　

生
石
高
原
で
山
焼
き
（
8.8
ｈ
ａ
）

31
日　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
対
策
工
事
竣
工

記
念
式
典

９
日　

平
成
22
年
度
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学 

開
校

12
日　

五
色
台
聖
苑
駐
車
場
拡
張
造
成
整
備
工
事
完
成

29
日　

生
石
高
原
山
開
き

16
日　

町
民
一
斉
清
掃

29
日　

第
14
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会
春
季

大
会

８
日　

第
２
回
町
議
会
定
例
会
開
会

12
日　

第
13
回
町
民
大
学
講
座

　
　
　
【
講
師　

篠
原
菊
紀
氏
・
前
川
裕
美
氏
】

１
日　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

25
日　

第
23
回
和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

紀
美
野
町
消
防
団
第
一
分
団
（
下
佐
々
）
出

場
〔
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
〕

15
日　

き
み
の
夏
祭
り　

28
日　

貴
志
川
、
真
国
川
の
一
斉
清
掃

　
　
　
（
美
里
河
川
愛
護
会
）

４
・
５
日　

敬
老
会
開
催

　
　
　
　
（
２
会
場
で
９
３
２
人
が
出
席
）

５
日　

が
た
ろ
大
作
戦
（
貴
志
川
の
大
掃

除
/
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
）

６
日　

第
３
回
町
議
会
定
例
会
開
会

７
日　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
精
神
科

病
棟
完
成

12
日　

き
み
の
め
ぐ
り
愛
２
０
１
０
開
か
れ
る

１
日　

国
勢
調
査
実
施

10
日　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
開
園
10
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト

11
日　

第
５
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会

17
日　

町
民
一
斉
清
掃

23
日　

第
５
回
き
み
の
こ
ど
の
ま
つ
り

30
日　

文
化
祭
（
〜
11
月
１
日
）　

３
日　

第
14
回
町
民
大
学
講
座

　
　
　
【
講
師　

柳
生
真
吾
氏
（
園
芸
家
）】

６
・
７
日　

世
界
民
族
祭

28
日 

和
歌
山
県
知
事
選
挙

２０１０
（平成 22 年）

一
年
を
振
り
返
っ
て

　

今
年
も
あ
と
一
カ
月
を
残
す
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。 

町
で
は
、「
空
・
山
・

川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る 

美
し
い
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
み

な
さ
ん
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
は
、
野
上

第
１
保
育
所
を
は
じ
め
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
対
策
工
事
等
が
竣
工

し
ま
し
た
。
ま
た
、
き
み
の
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
平
成

22
年
の
主
な
出
来
事
を
紹
介
し
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

地上デジタル放送難視聴対策工事竣工記念式典（3月31日） 完成した野上第１保育所（1月11日）

ふれあい公園開園10周年記念イベント（10月10日） きみの夏祭り（8月15日） 消防ポンプ操法大会（7月25日）
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10
月
21
日
、
野
上
中
学
校
で
防

火
・
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
紀
伊
半
島
沖
で
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、

「
地
震
発
生
」
の
校
内
放
送
が
流

れ
る
と
、
先
生
の
指
示
で
生
徒
た

ち
は
、
机
の
下
に
入
り
、「
地
震

が
収
ま
り
ま
し
た
」
の
放
送
で
、

中
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

消
火
訓
練
（
１
年
生
）
を
は
じ
め
、

起
震
車
体
験
、煙
体
験（
２
年
生
）、

救
命
講
習
（
３
年
生
）
に
生
徒
た

国保野上厚生総合病院より
就任のご挨拶　副院長　柳岡公彦

平成22年11月１日から国保野上厚生総合病院副院
長として就任させていただくこととなりました柳

や な お か

岡
公
きみひこ

彦と申します。
これまで約14年間、和歌山県立医科大学第２内科

で主に消化器疾患を中心に診療をしておりました。
特に内視鏡的診断、治療に携わってまいりました。
しかし、専門は内科であり、今後は内科的疾患全般
にわたり、診療に努めていきたいと考えております。

現在、地域医療としての野上厚生総合病院の役割
は重要かつ重大であります。そのことを肝に銘じ、
近隣地域の開業医の先生方と密な連携をとらせてい
ただき、阿河院長はじめ、スタッフ一丸となり、地
域住民の方々に信頼され、愛され、さらに自慢して
いただけるような病院に発展すべく微力ながらお役
にたてるよう努力してまいります。どうぞ今後とも
よろしくお願いいたします。

■役場の仕事納めと仕事始め
　仕事納め・・・１２月２８日（火）

仕事始め・・・　１月　４日（火）
■各公民館、文化センター、体育施設の休館・休場

12 月 29 日（水）～１月３日（月）
なお、天文台は 12 月 27 日（月）～１月４日（火）

■物品納入、工事代金等の支払い
　年内の口座振込は、12月24日（金）が最終となりま
す。ご了承お願いします。
■年末・年始のごみ自己搬入について（野上区域のみ）
　ごみの自己搬入（大栄環境㈱粉河事業所への）について
は、年末は12月30日（木）まで搬入可能となります。（但
し、午前９時～午後３時（正午から午後１時までは搬入
できません。））
　年始は１月５日（水）から平常通りになります。
　年末は搬入先である大栄環境㈱粉河事業所が非常に混
雑しますので、お早めに搬入してください。
　尚、ごみ搬入車の登録及びごみ搬入券の販売は、紀
美野町役場住民課で12月28日（火）午後５時15分まで
行っていますので、お早めにお買い求め下さい。

■年末・年始のごみの収集
【野上区域】

年末のごみの収集は、12月28日（火）まで平常通り
収集します。
年始のごみの収集は、 １月４日（火）から平常通り収集
します。

（但し、小畑・動木・平・かしこ池団地・希望ヶ丘・緑ヶ
丘・芝崎・柴目・長谷・国木原・大藪地区の生ごみの収集
については、１月３日（月）がお正月休みとなるため、
その代わりに１月４日（火）に収集しますのでお間違
えのないようにお願いします。）
※詳しくは、各戸配布をご覧下さい。

【美里区域】
年末のごみの収集は、12月29日（水）まで平常通り
収集します。
年始のごみの収集は、１月４日（火）から平常通り収
集します。
※詳しくは、各戸配布ごみ収集日程をご覧下さい。

防
火
・
防
災
訓
練
行
わ
れ
る
!!

野
　
上
　
中
　
学
　
校

ち
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
訓
練
終
了
後
、
全

員
で
非
常
食
の
試
食
も
さ
れ
ま
し

た
。煙

ハ
ウ
ス
を
体
験
し
た
浦
島
総

一
郎
さ
ん
（
２
年
生
）
は
「
中
が

煙
で
真
っ
白
で
、
な
か
な
か
前
に

進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
煙
は
怖
い

で
す
。」
ま
た
、
起
震
車
で
震
度

７
を
体
験
し
た
山
本
凪
咲
さ
ん

（
２
年
生
）
は
「
予
想
し
て
い
た

以
上
の
揺
れ
で
し
た
。
実
際
に
起

き
れ
ば
、
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
い

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課
【
℡
４
８
９
―

５
９
１
２
】ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

年末・年始の役場、公民館等

起震体験車煙ハウスを体験する生徒
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脇
や
側
溝
の
清
掃
、
捨
て
ら
れ
た

ご
み
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
集
め
、

大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
更
に
美
し
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

10
月
23
日（
土
）、
第
３
回
紀
美

野
町
民
ゴ
ル
フ
大
会（
同
実
行
委

員
会
主
催
）が
国
木
原
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
町
合
併
を
機
に
ゴ
ル
フ
を

通
し
て
交
流
が
で
き
る
大
会
を
と
、

町
民
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
平
成
19
年
に
第
１
回

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

午
前
７
時
30
分
、
寺
本
町
長
に

よ
る〝
始
球
式
”で
競
技
が
ス
タ
ー

ト
。
紅
葉
が
は
じ
ま
っ
た
山
々
を

背
景
に
、
参
加
し
た
１
４
８
人
は
、

18
ホ
ー
ル
で
和
気
あ
い
あ
い
に
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

11
月
23
日
に
皇
居
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
新
嘗
祭
に
、
本
年
度

和
歌
山
県
の
代
表
と
し
て
、
松
瀬

地
区
在
住
の
湯
谷
晏
幸
・
絹
子
夫

妻
が
お
米
を
献
納
致
し
ま
し
た
。

ご
夫
婦
は
、
去
る
10
月
26
日
に
、

精
魂
込
め
て
育
て
た
紀
美
野
町
産

の
お
米（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
）を
、
献
納

す
る
た
め
上
京
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
を
き
れ
い
に

町
民一斉
清
掃
を
実
施

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
の
献
穀
に

つ
い
て

過
疎
化
の
影
響
で
紀
美
野
町
に

は
、
町
内
全
域
に
お
い
て
空
き
家

が
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
都
会
を
離
れ
田
舎
で

暮
ら
し
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
毎
月
10
組
前
後
の
移
住
希
望
者

が
紀
美
野
町
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま

す
。
き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

で
は
、
空
き
家
の
情
報
を
集
め
て

い
ま
す
。
田
舎
暮
ら
し
の
た
め
の

住
宅
の
賃
貸
借
は
、
家
の
修
繕
を

借
主
が
行
う「
現
状
貸
し
」が
一
般

的
と
な
っ
て
お
り
、
空
き
家
を
貸

す
所
有
者
の
不
安
払
拭
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
空
き
家
の
所
有
者
の

方
に
、
ぜ
ひ
空
き
家
の
活
用
を
御

一
考
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
℡ 

４
９
５
―

２
３
３
９
（
き
み
の
定
住
を
支
援

す
る
会
）

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

10
月
17
日
、
町
民
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
紀
美
野

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
提

唱
し
、
毎
年
５
月
と
10
月
の
第
３

日
曜
日
に
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
各
地
域

で
早
朝
よ
り
多
く
の
方
々
が
道
路

町
民
歌
を
使
っ
た“
き
み

の
八
体
操
”を
披
露
!!

き
み
八
の
つ
ど
い

10
月
27
日
、
野
上
厚
生
総
合
病

院
の
看
護
専
門
学
校
で
行
わ
れ
た

町
健
康
づ
く
り
教
室
で
、
き
み
八

の
つ
ど
い（
小
畑
地
区
）の
メ
ン
バ

ー
５
人
が｢

き
み
の
八
体
操
」を
披

露
し
ま
し
た
。
き
み
八
の
つ
ど
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
こ
の
体
操
は
、
紀

美
野
町
民
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
自

分
の
体
調
や
体
力
に
合
わ
せ
て
無

理
の
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は「
町
民
歌
に
良

く
合
っ
て
い
て
、
楽
し
い
体
操
で

す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
３
回 

紀
美
野
町
民
ゴ

ル
フ
大
会
開
か
れ
る
!!

１
４
８
人
が
参
加

道路脇を清掃する住民の皆さん（下佐々地区で）

始球式をする寺本町長

湯谷晏幸・絹子夫妻（10月29日・町長室にて）

きみの八体操をする健康づくり教室のみなさん

空き家になっていた家を生活体験施設として活用しています
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平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：１２月１３日（月）・２７日（月）℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：１２月　７日（火）・２１日（火） ℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：１２月　１日（水）・１５日（水） ℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：１２月　８日（水）・２２日（水） ℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所

○コアラ　　　１２月　７日（火）９：３０～１１：３０　総合福祉センター（クリスマス会）
○カンガルー　１２月１７日（金）９：３０～１１：００　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30 ～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。 

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

12 月 13 日（月）14：00 ～ 16：00
12 月 27 日（月）14：00 ～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 12 月 13 日（月）14：00 ～ 16：00
12 月 27 日（月）14：00 ～ 16：00

検 便 12 月 13 日（月）14：00 ～ 16：00
12 月 27 日（月）14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

12 月　8 日（水）    9：00 ～
12 月 22 日（水）13：30 ～
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

12 月 13 日（月）15：00 ～ 16：00
12 月 27 日（月）15：00 ～ 16：00
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00 ～ 17：00

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。

12 月 27 日（月）17：00 ～ 19：00
※予約制です。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：１日、８日、15日、22日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相
談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
　〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
　〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内　〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

出張栄養相談
子育て支援センターと自然体験世代交流センターの

開放日に、月１回ずつ離乳食から成人（ダイエットを
含む）・高齢者の栄養まで栄養士がご相談に応じます。

お気軽にご相談ください。お電話でも結構です。

《12 月の出張栄養相談》
■子育て支援センター
　日時：12月27日（月）　9時～ 11時30分
　℡：４８９－２１４４（野上第1保育所内）
■自然体験世代交流センター
　日時：12月９日（木）９時30分～ 11時30分
　℡：４９５－３１２７

保健センターだより
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今回はダイエットに成功された嶋田さんをお訪ねしま
した。

嶋田さんは、昭和23年生まれの62歳です。
平成20年に国保の特定健診を受けた結果、「メタボリッ

クシンドロームの改善が必要」と判定されました。
以前より『お腹がつっかえて畑仕事がやりにくかった

り、息が切れてしんどかった』そうですが、『お腹がすく
と力が入らず仕事にならない』と思い、食事は毎回どん
ぶり茶碗に2杯とお茶づけ1杯を食べる程お米をたくさん
食べていたそうです。また、コーヒーが好きで、コーヒー
を飲むたびに餡パンを１つ食べていたそうです。
『多少腹が出ていた方がダブルのスーツが似合って格好

いい』とも思っていたそうです。
この特定健診の結果判定をきっかけに、「メタボリック

シンドローム」に関心を持ち、保健師の話しなどを参考
に、生活の見直しをされた結果、６か月で体重を5.7㎏、
腹囲を6.5cm減らすことに成功され、今もその状態を維
持されています。

嶋田さんが取り組まれたことは、①お茶碗を小さく変
えてご飯の量を減らしおかずを増やす、②よく噛む、③
餡パンを半分にする、④1日7000歩～ 8000歩で少し
早く歩く、⑤毎日体重・体脂肪・腹囲を測ることです。

ご飯の量を減らし腹八分にすることで、少しお腹がす
くものの苦にはならなかったそうです。

また奥さんも、買物に行ったらカロリー表示を見るよ
うになり、ご夫婦同じように取り組まれたお陰で、奥さ

障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

12月７日（火）
総合福祉センター    9時30分～正午
美　里　支　所     13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

12月15日（水）
総合福祉センター    9時30分～正午
美　里　支　所    13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

■インフルエンザの感染予防
１、帰宅時に手洗い・うがいを徹底しましょう。
２、流行時には、不必要な外出を控え、なるべく

人ごみを避けましょう。
３、咳やくしゃみが出たらマスクをつけるなど他

の人に感染させないように工夫しましょう。

■ノロウイルスの感染予防
　ウイルスに感染した 2 枚貝を食べたり、感染した人の便や嘔吐物などから感染します。
　少ないウイルスの量でも激しい嘔吐・下痢などが起こります。

１、調理前・配膳前・トイレの後・帰宅時等の手洗いを徹底しましょう。
２、食品や調理器具には十分熱を加えましょう。
３、嘔吐物や下痢便で汚染した場合、密封して消毒殺菌をしましょう。

詳細は役場ホームページをご覧いただくか、保健福祉課にご連絡ください。

んも３㎏減量されたそうです。
『今も妻に手伝ってもらいながら食養生を続け、毎日体

重や腹囲などを測っています。時々食べ過ぎる日もあり
ますが、次の日には減らすようにしています。お陰で畑
仕事も楽にできるようになりました。』と笑顔で話されま
した。

※嶋田さんのように、体重や腹囲を減らすために保健師
や栄養士の話しを聞きたいと思われる方は、保健福祉
課にご連絡ください。また、特定健診に加え各種がん
検診の受診もお勧めします。

健康実践インタビュー　（第８回　嶋田政勝さん）　　　平成22年11月10日
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納
税
者
間
の
税
負
担
の
公
平
性

を
確
保
す
る
等
の
理
由
に
よ
り
、

町
・
県
民
税
の
前
納
報
奨
金
を
平

成
23
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
町
税
の
納
期

内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
で「
全
期
前

納
」を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、

「
全
期
前
納
」か
ら「
期
別
」に
変
更

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
変
更
の

届
出
を
し
て
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

　
（
℡
４
８
９
―
５
９
０
５
）
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

給
与
支
払
者
が
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、
従
業
員

に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

（
市
町
村
民
税
＋
県
民
税
）を
徴
収

し
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。法

律
等
の
定
め
に
よ
り
、
給
与

を
支
払
う
事
業
者
は
、
原
則
と
し

て
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個

人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
℡
４
８
９

―
５
９
０
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
22
年

工
業
統
計
調
査
を
平
成
22
年
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

本
調
査
は
、
国
の
重
要
な
統
計

調
査
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
国
や

地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る

ほ
か
、
大
学
や
民
間
の
研
究
機
関
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
皆
様
か
ら
ご
提
出
し
て

い
た
だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/
statistics/

経
済
産
業
省
、
和
歌
山
県
、
紀
美

野
町

■
期
日　

平
成
23
年
１
月
９
日

（
日
）

■
受
付　

午
後
１
時

■
開
式　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

平
成
2
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総

務
学
事
課
（
℡
４
８
９
―

５
９
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
案
内

書
等
に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料
を

翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

平成22年10月1日現在で実施した「国勢調査」に
つきましては、調査票の記入及び回収にご協力をい
ただきまして、ありがとうございました。

この調査結果は、さまざまな法令に基づいて使
われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備
など、私たちのより良い生活のために役立てられま
す。

人口の速報値については、平成23年2月に公表
予定で、その後より詳細な結果を順次公表して行き
ます。

これからも統計調査にご理解をよろしくお願い
します。

紀美野役場　企画管財課（℡４８９－５９１３）

ご回答ありがとうございました

【
平
成
23
年
度
か
ら
】

町・県
民
税
の
前
納
報
奨
金

を
廃
止
し
ま
す
。

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い

事
業
者
の
方
へ

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

成
人
式
の
ご
案
内

口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、
毎
月
、

納
め
に
行
く
時
間
と
手
間
が
か
か

ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
の
な
か
に
は

割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法

（
早
割
・
一
年
前
納
・
半
年
前
納
）も

あ
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振

替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印（
金
融
機
関
の
届
出
印
）し
て

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
申
し

込
み
さ
れ
る
か
、
ご
郵
送
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
金
融
機
関
窓
口
に
ご

提
出
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　

℡
４
８
９
―
５
９
０
３

住
民
室　

℡
４
９
５
―
３
４
６
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

昨年の成人式より
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紀勢本線の利用促進について
　紀勢本線活性化促進協議会では、大切な交通機関である鉄道の利用
促進に取り組んでいます。これは、移動に自家用車を使う人が増える
中、『鉄道の利用が減る⇒電車の本数が減る⇒鉄道の利用が減る』と
いう悪循環を断ち切り、子どもから高齢の方まで、誰もが利用しやす
い交通環境を維持するためです。
　私たち地域の鉄道を守るためにも、旅行などお出かけの際には、「渋
滞なしで時間に正確」、「安全性が高い」、「地球環境への影響が少ない」
など、利点の多い電車をぜひご利用ください。

家庭用電気式生ごみ処理機の
購入補助について

　紀美野町では、家庭のごみ減量化推進のため、家庭用電気式生ごみ
処理機 ( ディスポーザータイプは除く ) の購入者の方に補助金を交付
します。
　台所ごみについては海南市へ焼却委託をお願いしており、処理重量
に対して処理費用が発生しますので、ごみ減量化のため是非本制度を
ご利用下さいますようお願いします。

１．補助金額
購入金額（処理機本体価格（消費税を含む。））の3分の1以内(百
円未満切捨て)で上限は、20,000円です。

２．対　　象
　　○町内に住所を有し、かつ、居住している人
　　○町税を完納されていること
３．補助台数　15台程度（1世帯1台限り）
４．受付期間

予算の範囲内で平成23年3月31日まで随時受付いたします。（先
着順）（但し、土曜日、日曜日、祝祭日及び12月29日から翌年
の1月3日までの日を除く。）（開庁時間内にお願いします。）

５．補助申請手続きに必要な書類等
○購入前に提出していただくもの

(1)申請書・計画書（紀美野町住民課及び美里支所住民室にご
用意しております。）

(2)見積書（購入する電気式生ごみ処理機のカタログ等添付）(見
積書は複写後返却いたします。)

○購入後に提出していただくもの
(1)実績報告書・設置完了届及び補助金交付請求書
　　（補助金交付決定通知書に同封します。）
(2)領収書（購入者の氏名が明記されているもの）
(3)メーカーの保証書（購入者・販売店等が明記されているもの）
☆上記領収書及び保証書は複写後返却いたします。

※申請及びお問合せは、紀美野町住民課（℡ 489 － 5903）又は、
美里支所住民室（℡ 495 － 3463）までお願いします。

漢字検定に挑戦しませんか？
■実　施　日・・平成23年１月29日(土)
　　　　　　　午前10時試験開始(60分)
■会　　場・・海南高等学校大成校舎　図書館
■申込み先・・海南高等学校大成校舎
　　　　　　　(℡489－2069)
■受付〆切・・12月15日(水)
　(受付時間は土日祝日を除く9時から17時まで)
■検定料・・・10級～8級：1400円
　　　　　　　７級～準2級：1800円
　　　　　　　２級：3500円

（大成校舎は準会場のため準1級以上は受験で
きません）※どなたでも受験できます。
お問い合わせは、大成校舎まで。

必ずチェック　最低賃金！
使用者も　労働者も

　本年10月29日から和歌山県最低賃金は、
時間額６８４円となります。
　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が
賃金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を労働者に支払わなければなら
ないとする制度です。
　なお、最低賃金法違反については、罰則が設
けられています。

注１） 最低賃金は常用労働者のみでなく、臨時・
パートタイマーなどにも適用されます。

注２） 最低賃金には、精皆勤手当・通勤手当・
家族手当・時間外手当・ボーナスなどは含ま
れません。

注３） 派遣労働者については、派遣先の地域（産
業）の最低賃金が適用されます。

注４） 原則として、「鉄鋼業」「百貨店、総合スー
パー」の労働者とその使用者は、それぞれの
産業別最低賃金が適用されます。

　なお、本年の改正については、和歌山地方最
低賃金審議会（和歌山県産業別最低賃金専門
部会）において審議中です。

詳しいことは、和歌山労働局賃金室
（℡０７３－４８８－１１５２）
又は最寄りの労働基準監督署へお問い合わせく
ださい。

防衛省からのお知らせ
１　高等工科学校生徒の受付
募集種目 陸上自衛隊高等工科学校生徒
区　　分 推　　薦 一　　般
募集人員 約60名 約320名  (参考：平成21年度)
応募資格 15歳以上17歳未満の男子で中学校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了者（平成23年４月１日現在）
受付期間 平成22年11月１日(月)～平成23年１月６日(木) 平成22年11月１日(月)～平成23年１月７日(金)

試験期日 平成23年１月15日(土)から
同年１月17日(月)までの間の指定する１日

●第１次試験…平成23年１月22日(土)
●第２次試験…平成23年２月５日(土)から
　同年２月８日(火)までの間の指定する１日

合格発表 平成23年２月１日(火) ●第１次試験…平成23年２月１日(火)
●最終合格……平成23年２月25日(金)

試験会場 陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市） 自衛隊和歌山地方協力本部(和歌山市築港)

2　高等工科学校生徒説明会
　　(1)平成22年12月11日（土）　海南市民会館・有田川町地域交流センター「ALEC」
　　(1)平成22年12月12日（日）　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　　　  開催時間はいずれも午前10時から午後４時までです。また、ご来場は保護者同伴でお願いします。

※お問い合わせ　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　〒649－0316　和歌山県有田市宮崎町１０６－２
　TEL:0737-82-6631　E-mail:recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp
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教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

第
５
回　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

円
　
広
志
　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
19
日
（
日
）
■
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

　

前
売　

２
，
０
０
０
円

　

当
日　

２
，
５
０
０
円

※
予
約
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
前
売
で
完
売
し
た
場
合
は
、

当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

■
前
売
開
始
日　

　

12
月
１
日
（
水
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

文
化
セ
ン
タ
ー 

中
央
公
民
館  

美
里
支
所　

国
吉
、
長
谷
毛
原
、

真
国
出
張
所　

小
川
地
区
、
志
賀

野
地
区
公
民
館　

イ
シ
イ
楽
器

（
イ
ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
）

※
販
売
時
間
は
各
施
設
の
開
館
、

営
業
時
間
内
と
な
り
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■
主
催　

紀
美
野
町

　
　
　
　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
お
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

（
一部
）　
春
奈
　
佑
果

（
二
部
）　
円
　
　
広
志

※
「
通
行
止
め
」「
ご
声
援
」
の
お
願
い

今
大
会
は
、
約
千
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
当
日
会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

通
行
止
め
及
び
交
通
安
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。(
地
図
参
照)

ま
た
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■通行止め区間　町道志賀野・井の口線
( ブロイラー生産団地～ふれあい公園～ドーシェル )
■上記 A ～ B ～ C の区間及び B ～ D 区間は通行止め
■矢印は迂回路です。

日
時　

平
成
23
年
１
月
29
日
（
土
）

　
　
　

午
後
５
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
み
さ
と
ホ
ー
ル
）

JA給油所

工業団地

五色台

JA撰果場

役場

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
団
地 →

至 

西
野

ドーシェルドーシェル

Ａ

B

C

D
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

12
月
27
日
～
１
月
５
日
ま
で
お
休

み
で
す
。

■
中
央
公
民
館

１
日　

干
し
柿
を
つ
く
ろ
う

８
日　

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
よ
う

15
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

22
日　

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

１
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

８
日　

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
よ
う

15
日　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ぺ
ー
パ
ー

で
工
作
し
よ
う

22
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て

遊
ぼ
う

志
賀
野
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会

１
月
22
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

１
月
23
日(

日)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
詳
し
く
は
１
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

秋
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果

11
月
21
日
（
日
）
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
17
名
、
将
棋

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
囲
碁
は

ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
を
、
将
棋
は

総
平
手
戦
（
８
回
戦
）
で
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
省
略
）

■
囲
碁
の
部

　

優　

勝　

児
玉
幸
男（
和
歌
山
市
）

　

準
優
勝　

仲　
　

寛（
紀
の
川
市
）

　

３　

位　

居
森
光
義（
下
佐
々
）

■
将
棋
の
部

　

優　

勝　

唐
崎
民
夫（
海
南
市
）

　

準
優
勝　

西
畑
雅
之（
和
歌
山
市
）

　

３　

位　

吉
田
和
哲（
海
南
市
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
作
品
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

・
木
彫
り
「
親
木
会
」

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
会

・
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト

・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

・
ソ
ー
プ
カ
ー
ピ
ン
グ

　

ぜ
ひ
見
に
来
て
下
さ
い
。

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

　

12
月
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
対
象　

　

保
育
園
児
及
び
小
学
生

（
先
着
24
名
ま
で
）

※
保
育
園
児
は
保
護
者
と
一
緒
に

参
加
お
願
い
し
ま
す
。

■
持
ち
物　

上
ぐ
つ
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

タ
オ
ル
・
す
い
と
う
・
マ
ス
ク

■
申
込
み　

12
月
７
日
（
火
）
ま
で
に
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
）
４
８
９
‐
５
９
０
９

図
書
室
だ
よ
り

《
訂
正
と
お
詫
び
》

先
月
号
（
11
月
号
）
で
紹
介
し

ま
し
た
寄
贈
図
書
の
記
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
横
出
博
子
さ
ん
執
筆

の
『「
峡
」
は
心
の
友
』
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百　

冊
】

　

藤
井　

春
香
（
野
小
３
年
）

【
三
百
冊
】

　

田
渕　

綾
乃
（
第
２
保
）

　

曲
谷　

泉
里
（
下
小
４
年
）

【
四
百
冊
】

　

古
田　

彩
乃
（
下
小
６
年
）

【
五
百
冊
】

　

幡
司　

め
い
（
第
１
保
）

新刊紹介
■中央公民館

「プラチナデータ」 　　　東野圭吾・著
「乙女の密告」 　　　　　赤染晶子・著
「三千枚の金貨上・下」 　宮本　輝・著
「アリアドネの弾丸」 　　海堂　尊・著
「マリアビートル」 　　伊坂幸太郎・著
「青天の霹靂」　 　　　劇団ひとり・著
「泡洗顔をやめるだけ！美肌への最短の道」
　　　　　　　　 　　　吉川千明・著

「一日が見えてラクになる！時間整理術」
　　　　　　　　　 　　池田曉子・著

「すぐにさがせる！光る星座図鑑」　　　
　　　　　　　 　　えびなみつる・著

「ほんとのおおきさ恐竜博」
　　　　　　　　 　　　真鍋　真・著

「１２がつくんの友だちめくり」
　　　　　 　ミーシャ・ダミヤン・著

「もし、あなをずっとほってくとちきゅうのうらにでられるの？」
　　　　　　　　　　　きむらゆういち･著

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

「
青
天
の
霹
靂
」
劇
団
ひ
と
り　

　
「
俺
は
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
大

人
」
17
年
間
、
場
末
の
マ
ジ
ッ
ク

バ
ー
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
35
歳
の

晴
夫
。
腐
り
き
っ
た
自
分
に
飽
き

飽
き
し
て
い
た
あ
る
日
、
テ
レ
ビ

番
組
の
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
に
挑
む
。

新
た
な
る
傑
作
。

「
乙
女
の
密
告
」
赤
染
晶
子

　

京
都
の
大
学
で
『
ア
ン
ネ
の
日

記
』
を
教
材
に
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ

乙
女
た
ち
。
日
本
武
の
努
力
と
根

性
を
愛
す
る
バ
ッ
ハ
マ
ン
教
授
の

も
と
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に

向
け
、「
一
九
四
四
年
四
月
九
日
、

日
曜
日
の
夜
」
の
暗
記
に
励
ん
で

い
る
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
教
授

と
女
学
生
の
間
に
黒
い
噂
が
流
れ

…
。
言
葉
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
問
題
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描

く
芥
川
賞
受
賞
作
。

天
文
台
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
皆
既
月
食
観
望
会 

・
日
時

　

12
月
21
日
（
火
）
午
後
５
時
〜 

・
場
所　

　

寺
山
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
基
地

　

（
紀
の
川
市
桃
山
町
）

午
後
５
時
前
に
太
陽
が
西
に
沈

む
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
完
全
に

欠
け
た
月
（
皆
既
月
食
の
月
） 

が
東
の
地
平
線
か
ら
上
っ
て
き 

ま
す
。
天
文
台
か
ら
は
山
の
陰 

で
見
え
に
く
い
の
で
場
所
を
変 

更
し
ま
す
。

■
臨
時
休
館 

　

12
月
22
日
（
水
） 

（
皆
既
月
食
開
催
に
伴
う
休
館
）

■
年
末
年
始
休
館 

　

12
月
27
日
（
月
）
か
ら 

　

翌
年
１
月
４
日
（
火
）
ま
で 

■
遊
歩
道
の
補
修
工
事 

　

駐
車
場
と
天
文
台
の
間
の
道
路

工
事
を
行
い
ま
す
。
足
元
に
充
分

に
気
を
つ
け
て
お
通
り
く
だ
さ
い
。

※
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
演
劇
「
の
か
み
座
）

紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

「
秋
」
兼
ふ
れ
あ
い
公
園
開
園

　

周
年
記
念
大
会
結
果
発
表

11
月
14
日
（
日
）
に
の
か
み
ふ

れ
あ
い
公
園
に
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
見
事
な

秋
化
粧
の
中
で
、
参
加
者
の
皆
様

は
す
が
す
が
し
い
顔
で
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
男
子
の
部
】　

優　

勝　

吉
田
靖
治
（
海
南
市
）

準
優
勝　

中
西　

勤
（
海
南
市
）

３　

位　

関
本
芳
博
（
動　

木
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

花
田
洋
子
（
下
佐
々
）

準
優
勝　

志
場
和
子
（
下
佐
々
）

３　

位　

西
川
美
代
子（
大
阪
府
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

第　

回
野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会

10
月
31
日（
日
）11
月
３
日（
祝
）

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
、
徳
島
県
、
兵

庫
県
、
大
阪
府
よ
り
高
低
学
年
24

チ
ー
ム
を
招
き
、
親
睦
を
深
め
る

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間

で
選
手
総
数
約
５
０
０
名
が
最
後

ま
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
勝
敗
を
競

い
、
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
高
学
年
の

部
で
準
優
勝
、
低
学
年
の
部
で
優

勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
１
位

グ
ル
ー
プ
の
試
合
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

《
高
学
年
の
部
》　

優
勝
・
日
方
内
海

準
決
勝　
日
方
内
海　

１
―
０　

バ
レ
ン
テ
ィ
ア

準
決
勝　
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

１
―
１　

貴
志
川

　
　
　
　
　
　
　
〔
Ｐ
Ｋ
４
―
２
〕

決
勝　
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０
―
１　

日
方
内
海

《
低
学
年
の
部
》　

優
勝
・
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ

準
優
勝　
巽　

３
―
０　

ミ
ラ
グ
ロ
ッ
ソ

準
優
勝　
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

４
―
０　

下
津

決
勝　
　
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

１
―
０　

巽

紀
美
野
町
『
お
別
れ
』

少
年
野
球
大
会
結
果

11
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
公
園
運
動
広
場
に
て

平
成
22
年
度
紀
美
野
町『
お
別
れ
』

少
年
野
球
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
６
年
生
の
活
躍
す
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
な
大
会
に
な
り
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優　

勝
】
野
上
少
年
野
球

【
準
優
勝
】
北
野
上
少
年
野
球

平
成　

年
度
紀
美
野
杯
大

会
結
果

11
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
よ

り
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
室
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
、
下
神
野

小
学
校
に
て
近
隣
の
市
町
か
ら
10

チ
ー
ム
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
合

計
12
チ
ー
ム
で
平
成
22
年
度
紀
美

野
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

演
劇
グ
ル
ー
プ
「
の
か
み
座
」

で
す
。
文
化
祭
で
は
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ

し
な
が
ら
見
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
し
ら
。

20
分
足
ら
ず
の
劇
に
、
お
ば
さ

ん
パ
ワ
ー
全
開
で
す
。
小
道
具
等

を
ワ
イ
ワ
イ
作
っ
て
い
る
時
が
楽

し
い
。
で
も
施
設
へ
訪
問
し
て
喜

ん
で
も
ら
え
る
の
が
一
番
う
れ
し

い
時
か
も･･･

人
と
の
関
わ
り
が
好
き
な
人
！

物
を
作
る
の
が
得
意
な
人
！

今
の
自
分
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
え

た
い
人
！

一
度
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
五
十
六

■
名
称
　
紺
紙
金
字
薬
師
経

■
時
代
　
平
安
後
期
（
十
二
世
紀
）

■
所
在
地
　
紀
美
野
町
釜
滝

　
　
　
　
金
剛
寺
（
釜
滝
薬
師
寺
）

紺
紙
を
十
二
枚
継
ぎ
と
し
、
銀

で
罫
線
を
引
い
た
う
え
、
金こ

ん
で
い泥

で

薬
師
経
の
経
文
を
書
写
し
た
紺
紙

金
字
経
の
一
例
で
す
。

経
典
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
経

文
を
書
写
す
る
に
際
し
金
や
銀
を

使
い
、
あ
わ
せ
て
色
彩
効
果
を
意

図
し
て
紺
や
紫
で
染
め
た
料
紙
を

用
い
る
こ
と
は
早
く
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。

現
在
伝
世
す
る
作
品
と
し
て
は

奈
良
時
代
の
も
の
が
古
く
、
平
安

後
期
以
後
に
作
例
が
多
い
い
わ
ゆ

る
装
飾
経
に
も
、
こ
の
種
の
紺
紙

（
紫
紙
）
金
字
の
様
式
を
と
る
も

の
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
薬
師
経
は
年
紀
を
欠
く
が

軽
重
に
富
ん
だ
や
わ
ら
か
な
和
様

の
書
体
か
ら
平
安
後
期
の
作
と
認

め
ら
れ
、
巻
頭
部
分
が
後
補
で
あ

り
、
ま
た
紙
面
に
磨ま

そ
ん損
が
多
い
と

い
う
も
の
の
、
こ
の
種
の
経
巻
の

古
例
と
し
て
尊
重
す
べ
き
作
品
で

す
。 【

優　

勝
】
野
上
少
女
バ
レ
ー

【
準
優
勝
】
金
屋
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
倶
楽
部

【
第
３
位
】
新
南
少
女
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ

活動日時　第２・４月曜日
　　　　　午後 7 時 30 分～閉館
場　　所　中央公民館大ホール

10

22

27

こ
ん
し
き
ん
じ
や
く
し
き
ょ
う
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  天文台だより
　地元高校生のイベント協力

天文台長　矢動丸　泰　

天文台では今年も年の瀬にクリスマスイベ	
ントを開催します。今回は「声」が主役です。
暖かな声、弾む声、包み込むような声。様々	

な声で、宇宙や星、そしてクリスマスに関係	
する作品を楽しんでみませんか。
教会で歌われる賛美歌を始め、聖なるハー	

モニーを披露してくれるのはゴスペルバンド「ピー
スメーカー」の皆さん。そして、こども達も大好	
きな絵本を優しい語り口で披露してくれるの	
は、海南高校大成校舎の生徒さんたちです。
大成校舎へは講演などで伺う機会がしばし	

ばあります。そんな折、読み語りをする生徒	
のことを聞き、クリスマスイベントへの協力	
をお願いしたのです。
天文台があちこちへお邪魔するだけでなく、	

地域の皆さんが天文台へ来て、活動する。皆	
さんのそんな活躍の場所として、これからも	
天文台は幅の広い活動をしていきます。

星と音楽の夕べ
「語りと歌とクリスマス」
■12月23日(祝)
　午後３時～４時30分
■みさと天文台月の館
■申込不要、無料

歌
　
の
　
小
　
道

流
し
ま
で
つ
い
て
来
た
り
し
菜
虫
か
な
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

飛
ぶ
度
に
小
さ
く
な
り
し
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

世
の
風
を
一
手
に
受
け
て
破や

れ

芭ば
し
ょ
う蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

就な
か
ん
ず
く

中
備
前
の
壺
の
草
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

田
仕
舞
の
鉄
塔
だ
け
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

短
日
の
働
き
す
ぎ
し
こ
む
ら
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

番
傘
の
苗
字
が
滲
む
秋
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

剥
製
の
亀
の
つ
や
や
か
文
化
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

石
段
の
雨
に
洗
は
れ
秋
澄
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
愛
子

揺
ら
ぎ
つ
ゝ
連
れ
添
い
つ
つ
と
仏
壇
の

　
　
　
　
香
立
ち
の
ぼ
る
秋
の
夕
暮
れ
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
和
代

雷
雨
去
り
て
秋
風
が
吹
き
真
夏
日
が

　
　
　
　
や
っ
と
抜
け
た
か
彼
岸
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

椎
の
森
に
夕
風
た
て
り
か
な
か
な
よ

　
　
　
　
声
を
収
め
よ
あ
す
夜
明
け
ま
で
　
　
　
　
　
　
山
本
綾
子

し
や
っ
･
し
や
っ
・
し
ゃ
ー
鳴
き
音
か
し
ま
し
熊
蝉
の

　
　
　
　
耳
打
つ
朝あ

し
た
あ
ぜ
く
さ

畦
草
か
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

鳳
仙
花
の
花
咲
き
乱
れ
島
倉
の

　
　
　
　
歌
思
ひ
出
す
午
後
の
日
和
り
に
　
　
　
　
　
　
今
出
瑞
子

猛
暑
な
り
稲
穂
を
守
る
案
山
子
さ
ん

　
　
　
　
マ
ネ
キ
ン
少
女
も
側
に
微
笑
む
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

起た

ち
ぎ
わ
に
腰
痛
は
し
り
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る

　
　
　
　
暫し

ば

し
佇
み
先
ず
は
右
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
吾
が
里
寺
庭
の

　
　
　
　
銀
杏
大
樹
は
銀
秋
に
も
ゆ
　
　
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

涼
し
げ
に
夏
の
風
物
詩
風
鈴
が

　
　
　
　
ち
り
り
ん
り
ん
と
猛
暑
を
と
ば
す
　
　
　
　
中
道
と
し
み

  学校だより
　市民性を高める道徳教育
	 野上中学校

本校は平成16年度から21年度の6年間、文部科
学省の道徳教育の指定を受け研究・実践に取り組ん
できました。本年度はこれまでの取組を継続発展さ
せていきたいと考え、「市民性を高める道徳教育の
実践的研究のあり方」について研究しているところ
です。この「市民性」とは人や社会とのつながりを
大切にしながら、地域社会の一員として、よりよい
地域づくりに積極的に参加できる資質や態度が必要
となります。そこで職員や生徒が学校内だけでなく
地域に関わるような取組を実践するため、昨年度か
ら夏休みのボランティア作業（学校周辺のカーブミ
ラー磨きや清掃活動）・保育所へのボランティア活
動（竹馬作りや運動会への参加など）を実践してき
ました。
また、先日も1年生が地域の老人会の方々とのふ
れあいや地域調べ学習に行ったり、2年生は「職場
体験（わくわくワーク）」で28箇所で実際に仕事体
験をしました。
これからも、共育コミュニティを推進し「市民
性を高める道徳教
育」を通して学校・
家庭・地域の連携を
更に進めていきたく、
地域の方々のご協力
をお願いします。
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消
防
自
動
車
等
の
緊
急
走
行

に
対
す
る
ご
理
解
を
！  

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の
災

害
現
場
に
急
行
し
て
消
防
活
動
を

行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
ま
た
、
応
急
処
置
を
行
い
、

急
病
人
な
ど
を
速
や
か
に
病
院
へ

搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
消
防
自
動
車
等

は
、
緊
急
時
に
迅
速
に
通
行
す
る

た
め
、
道
路
交
通
法
で
は
「
緊
急

自
動
車
」
と
し
て
、
一
般
の
車
両

よ
り
も
優
先
し
て
走
行
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
自
動
車
等
の
円
滑
な
緊
急

走
行
の
た
め
に
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
消
防
自
動
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
緊
急
走
行
し
、
接
近
し

て
き
た
場
合
に
は
、一
般
車
両
は
、

周
囲
の
状
況
に
配
慮
の
う
え
、
速

や
か
に
進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
交
差
点
付
近
で
は
、
交
差
点
を

避
け
、
道
路
の
左
側
に
よ
っ
て
一

時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

●
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
す
る
場

合
に
は
、
消
防
自
動
車
等
の
通
行

に
支
障
が
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。

●
自
転
車
や
歩
道
の
無
い
道
路
な

ど
を
歩
い
て
い
る
人
は
速
や
か
に

進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
す
こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
の   

緊
急

走
行
時
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し
て

付
近
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
》　　

火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る

た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
急

増
し
て
い
ま
す
。
特
に
死
者
の
半

数
以
上
が
高
齢
者
で
、
死
に
至
っ

た
原
因
の
７
割
以
上
が
逃
げ
遅
れ

で
す
。

既
存
住
宅
は
平
成
23
年
６
月
１

日
か
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
れ
ま
で
に
設
置
を
完
了

し
て
く
だ
さ
い
。（
新
築
住
宅
は

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

《
一
日
消
防
署
長
》

平
成
22
年
秋
季
火
災
予
防
運
動

が
11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で

全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当
消
防
署

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11

月
９
日
に
更
生
保
護
女
性
会
の
福

島　

淳
子
さ
ん
を
一
日
消
防
署
長

と
し
て
お
迎
え
し
、
職
員
の
士
気

の
高
揚
と
火
災
予
防
啓
発
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

　
　

 

す
る
こ
と

■
講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　
　

料

■
申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

カーステレオや話に夢中に
なると、サイレンが聞こえ
ません。

救急車に道を譲ってくだ
さい。

一日消防署長 福
ふく

島
しま

 淳
じゅん

子
こ

さん

火災予防啓発活動の様子

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

10月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 20（　） （　）

　（　）

20（　）
一 般 負 傷 11（１） （　） 11（１）
交 通 事 故 ３（　） ３（　）

７（　） ７（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 41（１） 41（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
1
月
16
日
（
日
）

で
す
。
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活
い

き生
い

きレシピコーナー（第6回）
師走に入り、今年もあとわずかとなりました。
今回はお正月に食べる「おせち」のお話しです。「おせち」

とは「御節供（おせちく）」の略で、暦上の節句のことを指し、
その際に食べる料理を「おせち」と呼び、現在では節句の一
番目にあたる正月の料理を表す言葉として使われていま
す。年の始めの祝い膳として、そして正月三が日は主婦を
家事から解放するという意味を含め、保存の効く食材が中
心になったといわれています。またお正月に火や包丁を使
うことをできるだけ避けるという物忌みの意味も含まれて
います。おせち料理はめでたさを重ねるという願いを込め
て、それぞれちゃんと意味が込められた煮物、焼き物など
を重箱に詰めます。

最近は、デパートなどで色鮮やかな「おせち」が販売され
るようになり、又家庭でもおせち料理から遠ざかる方も多
くなったように思われます。新しい年のスタートである元
旦の朝は、それにふさわしい祝い膳を用意したいものです。
たとえ重箱に詰めなくても一枚のお皿にワンディッシュプ
レートにして好みの「プチおせち」を並べ、新年を迎えてみ
てはいかがでしょうか。

おせちの代表的な一品、黒豆煮の作り方をご紹介しま
す。黒豆は一年中マメに暮らせるようにという意味があり
ます。ふっくらとしたつやつやの煮豆を子供達にも伝えて
行きたいものですね。

黒豆煮　材料と作り方
（材料）

黒豆　　　２００ｇ
砂糖　　　１２０ｇ
醤油　　　３０ｃｃ
塩　　　　小さじ１
水　　　　６５０ｃｃ
タンサン　小さじ１/ ２
ハチミツ　大さじ１/ ２
さび釘　　２本（きれいに洗い布に包みしっかり縛る）

（作り方）
１、砂糖、醤油、塩、水、タンサンを鍋に入れ一煮立ち

させる
２、黒豆は水洗いし、ザルに上げ水気を切り（１）に入

れ一晩浸しておく。さび釘も入れる。
３、翌朝鍋を中火にかけ、沸騰したら１／３カップのさ

し水をする。上に浮く泡やアクを丁寧に取る。
４、再び沸騰したらもう一度１／３カップのさし水をし

て、ごく弱火にし、落し蓋と鍋蓋をして煮汁がひた
ひたになるまで約８時間煮る。

５、仕上げにハチミツを同量の水で溶いて鍋に入れ、一
煮立ちさせて火を止め、一晩そのままにしておく。

ポイント：冷たい空気に触れると豆にシワがよるので完全
　　　　　に冷めてから蓋を取ります。

　産業課より

編 集 後 記
12月、今年も早いもので残すところあと１ｶ月となりました。
これから寒さも一段ときびしくなり、何かと忙しい時期です
が、インフルエンザ対策など健康管理には充分気をつけて、
新しい年をお迎えてください。
19日（日）には、第５回紀美野ふれあいマラソン大会がふれ

あい公園周辺で行われます。みんなで応援してください。
一年間ご愛読ありがとうございました。

紀美野町の人口

（平成22年10月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,833人
 …………　男　 5,051人
 …………　女　 5,782人
 …………数帯世 4,645世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）

11月29日（月） 9:00 ～ 紀美野町議会（第４回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5915

12月 １日（水）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【12日（日）・26日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

５日（日）10:30 ～ 近畿中学校総合体育大会駅伝競走大会 美里中学校周辺 野上中学校 489-2459

10日（金） 移動町長室【21日（火）】 美里支所 総務課 489-5912

住民室　 495-3471

11日（土）13:30 ～ じどうかん料理教室 総合福祉センター 青少年センター 489-5909

15日（水）13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館・美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471

19日（日） 9:00 ～ 紀美野ふれあいマラソン大会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915

21日（火）17:00 ～ 皆既月食観望会 寺山スカイスポーツ基地
（紀の川市桃山町） みさと天文台 498-0305

22日（水） 臨時休館 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

28日（火） 役場仕事納め

12月
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“ひこうき”を作る子どもたち

小川小学校の生徒による英語劇（児童生徒発表会）

11
月
７
日
、
世
界
民
族
祭
in
真

国
が
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学

校(

真
国
宮
地
区
）
で
開
か
れ
、

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。地

域
住
民
ら
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
が
「
今
、
そ
し
て
未
来
の
子

ど
も
た
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
昨
年

に
引
き
続
い
て
開
い
た
も
の
で
、

世
界
各
国
の
民
族
舞
踊
や
音
楽
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
に
は
世
界
各
国
の
料
理
な
ど
を

販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
並
び
、
訪
れ

10
月
23
日
（
土
）、「
第
５
回
き

み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木

の
温
も
り
広
場
）
に
は
、
町
内
の

保
育
園
児
や
小
学
生
、
保
護
者
ら

約
４
３
０
人
が
参
加
し
て
「
み
ん

な
で
作
っ
て
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ

に
作
る
楽
し
さ
に
浸
り
ま
し
た
。

木
の
温
も
り
広
場
の
各
ブ
ー
ス

で
は
、「
消
し
ゴ
ム
ね
ん
土
」
や

「
陶
芸
教
室
」、「
も
ち
つ
き
」
の

他
「
マ
ガ
タ
マ
」「
ひ
こ
う
き
」

な
ど
９
つ
の
も
の
作
り
コ
ー
ナ
ー

と
、「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」

や
「
わ
た
菓
子
」
な
ど
の
遊
び
の

広
場
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。　

「
パ
ン
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
総
勢

89
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

パ
ン
の
生
地
を
竹
に
巻
き
つ
け
た

あ
と
、
炭
火
で
焼
い
た

り
、「
マ
ガ
タ
マ
」
コ
ー

ナ
ー
で
は
、、
ろ
う
せ
き

を
紙
や
す
り
で
、
削
る
な

ど
普
段
し
な
い
よ
う
な

体
験
を
し
て
、
子
ど
も

た
ち
も
興
味
深
そ
う
に

作
っ
て
い
ま
し
た
。
各

コ
ー
ナ
ー
ス
タ
ッ
フ
指

導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

が
真
剣
な
表
情
で
作
品

を
作
っ
た
り
、
仲
間
と
楽

し
そ
う
に
遊
ん
だ
り
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
も

生
き
生
き
と
輝
い
て
い

ま
し
た
。

10
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）・

11
月
１
日
（
月
）
の
３
日
間
、
中

央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

第
５
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
の
展

示
は
、
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
で
来
場

さ
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

30
日
は
、
各
学
校
、
児
童
団
体

よ
り
合
唱
や
合
奏
が
発
表
さ
れ
、

31
日
の
芸
能
大
会
で
は
、
日
頃
の

活
動
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
大
変
好

評
で
し
た
。

た
人
た
ち
は
各
国
の
食
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
日
に
は
高
野
西
街
道

伝
統
芸
能
ま
つ
り
が
真
国
丹
生
神

社
境
内
で
開
か
れ
、
り
ら
創
造
芸

術
高
等
専
修
学
校
の
生
徒
た
ち
に

よ
る
真
国
御
田
の
舞
や
野
上
八
幡

宮
獅
子
舞
な
ど
高
野
西
街
道
に
古

来
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夕
方
か

ら
は
前
夜
祭
が
同
校
で
開
か
れ
、

長
谷
川 

章
さ
ん
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
校
舎
の
壁

面
に
次
々
と
映
像
が
映
り
出
さ
れ

る
Ｄ

−

Ｋ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
デ
ジ
タ

ル
掛
け
軸
）
を
背
景
に
、
音
楽
と

舞
踊
の
夕
べ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
民
族
祭
in
真
国 

開
か
れ
る
!!

世
界
民
族
祭
in
真
国
実
行
委
員
会 

主
催
　

仲間がいっぱい !　
　遊びがいっぱい !

第５回きみのこどもまつり

文化の秋  　　　　
　芸能の秋を楽しむ！

第５回紀美野町文化祭


